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研究成果の概要（和文）：アルツハイマー病患者と家族13組に対して面接調査を1年間に3回実施し、患者の抑う
つを低減させる心理的支援方法について検討した。その結果、抑うつ傾向の患者と抑うつ傾向でない患者では、
忘れない努力の方法が異なることが明らかになった。また、抑うつ傾向が改善した患者とその介護者の関わりに
特徴的な相互作用が見出された。これらの結果から、患者と介護者に対する支援方法が提案された。

研究成果の概要（英文）：This study explored methods to alleviate  the suffering of individuals with 
Alzheimer's disease (AD). We interviewed 13 pairs of patients with AD and their family members three
 times in a year. As a result, it was revealed that the method used to maintain their memory is 
different between depressed patients and non-depressed patients. In addition, a characteristic 
interaction was found in the relationship between the patient whose depressed tendency was improved 
and the caregiver. From these results, support methods for patients and caregivers were proposed.

研究分野： 社会科学
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１．研究開始当初の背景 
認知症医療の現場では、診断技術の向上や

治療薬の登場、認知症に関する啓発・知識の
普及による早期受診者の増加などにより、理
解力や判断力の障害が軽度の段階で認知症
と診断され病名告知を受ける患者が増加し
ている。そのような背景のもと、自分の記憶
障害や今後起こりうる認知機能の低下に向
き合い、抑うつを呈する軽度認知症患者が散
見されるようになり、彼らへの支援の必要性
に目が向けられるようになった。特に今後も
認知症患者の増加が見込まれる日本におい
て、症状に向き合い抑うつや苦悩を呈する軽
度認知症患者に対して、心理学的知見に基づ
く支援の検討は急務と言える。 
研究代表者は以前より日本において最も

多い Alzheimer’s Disease（以下、AD）患者
とその家族を対象として AD に罹患する体験
について聞き取り調査を行い、患者の抑うつ
や不安には、患者の病気への対処方法（病気
をどのように捉え、対処するか）や家族の病
気の理解等が関連していることを明らかに
した（荒井、2011）。そして、この研究の追
跡調査を行っている中で、記憶障害に苦悩し
ていた患者が 1 年半後、認知機能障害の程度
は不変であったにもかかわらず精神的に安
定した事例を経験した。この変化に関連する
要因について検討したところ、患者の病気に
対する態度の変化と家族の対応の変化が関
連していると考えられた（荒井他、2012）。 
これらは、記憶障害が特徴的な AD という

病気を持つ患者においても病気への対処方
法は変化しうること、そして AD 患者本人へ
の心理的支援方法の糸口を示した研究であ
ると言える。ただし、荒井他（2012）では、
調査間隔が 1 年半と長かったこと、および、
一事例研究であったことから、変化が生じた
プロセスの詳細な検討が出来ず、複数例での
短い調査間隔での縦断研究が必要であると
考えられた。 
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２．研究の目的 
本研究では、軽度 AD と病名告知を受けた

患者の精神的安定を維持、改善するために重
要な要因について明らかにすることを目的
とした。具体的には以下の 3 点の問いを明ら
かにすることを目的とした。 

(1) 抑うつ傾向の患者と抑うつ傾向が認め
られない患者の語りの間には、どのような違
いがあるか（研究 1）。 

(2) 抑うつ傾向の患者の中で、その後抑う
つ傾向が改善した患者は、その前後でどのよ
うな変化があるか（研究 2）。 

(3) 抑うつ傾向の患者と家族の心理プロセ
ス、および抑うつ傾向が認められない患者と
家族の心理プロセスはどのような特徴があ
るか（研究 3）。 
 
３．研究の方法 
認知症専門外来にて MCI due to AD また

は軽度 AD と診断された患者と付添家族に対
し、面接調査および質問紙調査を実施した。
面接内容は許可を得て IC レコーダーに録音
した。 

 
４．研究成果 
(1) 研究 1 
 患者 3名に対してパイロット調査を実施し、
面接調査ガイドを作成した。 
その後、13 名（男性 6 名、女性 7 名、平

均年齢 77.7 歳、認知機能検査（MMSE）得
点平均 22.4 点、病名告知から調査日までの平
均日数 202.2 日）に対して個別の面接調査及
び質問紙調査を行った。面接調査では、①記
憶障害に対する認識、②記憶障害への対処方
法、③家族との関係、④家庭内役割、⑤地域
における役割に関する内容の半構造化面接
を実施した。質問紙調査では GDS-15 にて抑
うつ気分を測定した。面接で得られた発話デ
ータについて、面接調査項目ごとに回答を分
類するとともにテキストマイニングの手法
を用いて分析した。 
その結果、以下の 3 点が見出された。 
まず、記憶障害の対する認識については、

患者 13 名全員が記憶障害を否定することは
なく、自分の変化を感じ取っていた、ただし
その変化の意味づけは、加齢によるもの、病
気によるものなど多様であった。 
次に、記憶障害への具体的な対処方法をテ

キストマイニングの手法を用いて分析した
ところ、頻出語上位 3 位は「思う」「忘れる」
「書く」であった。このことから、全体とし
て記憶障害に対して書くことで対処してい
る様子が伺われた． 
さらに、抑うつの評価尺度である GDS-15

の cut-off 値を基準として群分けし、抑うつ傾
向群（4 名）、抑うつ無し群（9 名）を設定し
た。抑うつ傾向群と抑うつ無し群では性別、
年齢、主たる介護者の続柄、認知機能得点
（MMSE）に違いは認められなかった。両者
の記憶障害への具体的な対処方法に関する
発話データを対応分析にて比較した結果、抑
うつ傾向群では「メモ」が特徴的であり、抑
うつ無し群では「黒板」が特徴的であった． 
記憶障害の対処方法としてメモ帳やノー

トなど外的な記録媒体を利用して記憶を補
助することは、記憶障害のリハビリテーショ
ンの中で多く用いられる方法である。AD 患
者においても記憶障害を認識すると書くこ
とで対処しようと試みることが分かった。た



だし、抑うつ気分の有無によって使用する記
録媒体に特徴が認められ、抑うつ傾向群はメ
モを、抑うつ無し群は黒板を使用していた。
メモは、持ち運びには便利だが紛失しやすい
こと、患者自身が持っているため周囲は内容
を確認しにくいこと、記憶障害のため用事が
済んで不要になった情報を判断することが
難しいという特徴があり、対処行動（書くこ
と）が失敗につながりやすいと考えられた。
一方、黒板は、持ち運びは出来ないがいつも
同じ場所にあるため情報を見つけやすいこ
と、見やすい場所に設置されるため患者と家
族が情報を共有することが前提となること、
不要になった情報を家族が消しやすいとい
った特徴があり、対処行動（書くこと）が成
功につながりやすいと考えられた。 
以上の結果から、軽度の AD 患者への精神

的安定を目指した支援としては記憶障害に
対して単に書くことを勧めるだけでなく、そ
の患者の生活状況を踏まえ書くことが成功
体験になるような具体的方法を提案するこ
とが重要だと考えられた。 
 
(2) 研究 2 
研究 1 で協力の得られた 13 名の患者とそ

の付き添い家族に対して追跡調査を行った。
調査内容は研究 1 と同様であり、初回調査か
ら半年後に第 2 回調査を、1 年後に第 3 回調
査を実施した。 
その結果、初回調査で抑うつ傾向が認めら

れた患者 4 名のち、半年後の第 2 回調査で抑
うつ傾向が改善した者は 1 名のみであった。
そこで、第 2 回調査から第 3 回調査の間に抑
うつ傾向が改善された 2 名を含め、3 名（男
性 1 名、女性 2 名）を抑うつ改善群として分
析対象とした。抑うつが改善する前の語りと
抑うつが改善したときの語りの変化をテキ
ストマイニングの手法を用いて分析した。 
その結果、3 名中 2 名で明確な記憶障害へ

の対処方法の変化が認められた。1 名は抑う
つ傾向時はカレンダーを見るという対処の
みであったが、抑うつ減少時はノートを持つ、
配偶者に頼るといった行動面の対処のバリ
エーションが増えていた。別の 1 名は抑うつ
傾向時はメモを取るという行動面の対処の
みであったのが、抑うつ減少時はくよくよし
ても仕方がないと認知面の対処も認められ
た。 
さらに、患者に変化が生じた背景を探索す

るために家族への面接調査の内容を検討し
た。その結果、地域の活動への参加、デイサ
ービスへの参加、家族との外出の機会の増加
が認められ、どのケースも患者が楽しめる活
動が家族の下支えのもと、開始されていた。 
これらの結果から、抑うつ傾向が改善した

患者の中には、その前後で記憶障害への対処
を変化させ適応を試みる者がいることが分
かった。そして、家族の下支えのもと患者全
員が日常生活の変化が生じていることが明
らかになった。このことは、患者の抑うつ傾

向の改善を目的とした心理的支援における
家族へのアプローチの重要性を示唆してい
ると言える。 
 
(3) 研究 3 
 目的③を明らかにするため、患者と家族
（13 組 27 名。患者は男性 6 名、女性 7 名。
家族の続柄は夫 4 名、妻 6 名、娘 3 名、嫁 1
名）に半年ごとに 3 回の縦断調査を行った。
調査内容は研究 1 と同様であり、初回調査時
の GDS-15 の値により患者を抑うつ傾向群 
（4 名）、抑うつ無し群（9 名）に分けた。得
られた語りは、時間軸を含めて多様な径路を
分析する TEM (Trajectory Equifinality 
Model) を用いた。 
その結果、患者は「本人が物忘れに気づく」

を始点として「自分なりの物忘れへの理由づ
け」を経た後、抑うつ無し群は自分は大丈夫
だという「自己への態度」を経由し「穏やか
に生活する」に至る経路が見出された。抑う
つ傾向群では自己への苛立ち・情けなさとい
う「自己への態度」を経由した後、「外部と
の接触を回避する」、「外部との接触を試み
る」を経て、「穏やかに生活する」あるいは
「穏やかに生活していない」に至る経路が見
出された。 
 この患者のプロセスの中の「自己への態
度」において患者が自分への苛立ち・情けな
さなど抑うつ的な様相を呈すると、それを受
けて家族は「本人への支援強度の検討」にお
いて病気の進行を遅らせる新しい外の活動
（デイサービスなど）の必要性の認識に至っ
た。さらに、部屋に引きこもり「外部との接
触を回避する」患者の状態を受けて、それま
で患者の意思に任せて活動開始を待ってい
た家族も「本人に必要だと思われる活動を家
族主導で実施する」段階に進んでいった。家
族がこの段階に至ると、患者も「外部との接
触を回避する」段階から次の「外部との接触
を試みる」へ進み、それを受けて家族は「本
人に合う活動にピントを合わせる」という段
階に進んでいくという相互作用が見出され
た。 
 これらの結果から、自己の能力低下に直面
し抑うつ気分を呈する患者の様子を家族が
受け止めることで患者と家族のプロセスが
進んでゆき、抑うつ気分の軽減に有効と言わ
れる活動の実施に至ると考えられた。そのた
め、抑うつ傾向の患者の心理的支援において
は、介護者の応答性を支えるための援助をす
ること、各患者にあった活動の選択及び導入
を支援することが望ましいと考えられる。 
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